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(54)【発明の名称】 内視鏡の処置具挿入部

(57)【要約】
【課題】処置具の可撓軸を腰折れなくスピーディーに処
置具挿入口に挿入することができる内視鏡の処置具挿入
部を提供すること。
【解決手段】処置具１０１を指先で摘んだ手を案内する
ためのガイドロッド１５を、処置具挿入口１４に向かっ
て処置具１０１が滑らかに導入されるラインに沿って、
処置具挿入口１４の近傍から外部空間に向かって突設し
た。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】処置具を指先で摘んだ手を案内するための
ガイドロッドを、処置具挿入口に向かって上記処置具が
滑らかに導入されるラインに沿って、上記処置具挿入口
の近傍から外部空間に向かって突設したことを特徴とす
る内視鏡の処置具挿入部。
【請求項２】上記ガイドロッドが上記処置具挿入口部分
に対して着脱自在である請求項１記載の内視鏡の処置具
挿入部。
【請求項３】上記処置具挿入口に上記処置具が挿通され
ていない状態では上記処置具挿入口を塞いでいて、上記
処置具挿入口に挿通される処置具によって押し開かれる
弾力性のある弁体が一体に形成されている請求項２記載
の内視鏡の処置具挿入部。
【請求項４】上記処置具の導入方向を変えるためのガイ
ド孔が、滑らかにカーブして上記ガイドロッドと上記処
置具挿入口との間に形成されている請求項２又は３記載
の内視鏡の処置具挿入部。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は内視鏡の処置具挿
入部に関する。
【０００２】
【従来の技術】図５に示されるように、内視鏡９０の処
置具挿入口９１に処置具の可撓軸１０１を挿入する際に
は、術者は内視鏡９０の観察画像を見ながら（したがっ
て手元を見ずに）挿入操作を行うので、可撓軸１０１を
腰折れさせてしまうことが珍しくない。
【０００３】そこで従来は、例えば径方向に変形自在で
軸線方向にスライド自在な筒状の挿入ガイド等を処置具
挿入部口に取り付け、挿入ガイドを指先で横から潰して
その内側に通されている処置具の可撓軸を押さえ付けた
状態で処置具挿入口に押し込んでいた。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかし、上述のような
挿入ガイドを用いると、処置具の可撓軸を間接的に摘ん
で押し込んでは緩めて引き戻す動作を細かく繰り返さな
ければならないので、操作をスピーディーに行うことが
できず、術者のイライラがつのってしまうことが珍しく
なかった。
【０００５】そこで本発明は、処置具の可撓軸を腰折れ
なくスピーディーに処置具挿入口に挿入することができ
る内視鏡の処置具挿入部を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡の処置具挿入部は、処置具を指先で
摘んだ手を案内するためのガイドロッドを、処置具挿入
口に向かって処置具が滑らかに導入されるラインに沿っ
て、処置具挿入口の近傍から外部空間に向かって突設し
たものである。
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【０００７】なお、ガイドロッドを処置具挿入口部分に
対して着脱自在にすれば、ガイドロッドが不要な時には
内視鏡操作の妨げにならないように取り外すことができ
る。また、処置具挿入口に処置具が挿通されていない状
態では処置具挿入口を塞いでいて、処置具挿入口に挿通
される処置具によって押し開かれる弾力性のある弁体が
一体に形成されていれば、鉗子栓を別個に取り付ける必
要がない。
【０００８】そして、処置具の導入方向を変えるための
ガイド孔を、滑らかにカーブさせてガイドロッドと処置
具挿入口との間に形成すれば、処置具挿入口に対するガ
イドロッドの向きを相当に変化させた状態でも、処置具
をスムーズに挿入することができる。
【０００９】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図１は本発明の第１の実施例の内視鏡１０を
示しており、可撓管によって外装された挿入部１１の基
端が、操作部１２に連結されている。
【００１０】挿入部１１内には、処置具を挿脱するため
の処置具挿通チャンネル１３が全長にわたって挿通配置
されており、その処置具挿通チャンネル１３に処置具を
差し込む入口である処置具挿入口１４が、操作部１２と
挿入部１１との連結部付近から斜め上向きに突出配置さ
れている。
【００１１】そして、処置具挿入口１４に向かって処置
具が滑らかに導入されるラインに沿って、ガイドロッド
１５が、処置具挿入口１４に隣接する位置から斜め上方
の外部空間に向かって突設されている。ガイドロッド１
５の突端部分１５ａは突き刺さり防止のために膨らんだ
形状に形成されている。
【００１２】ガイドロッド１５は、例えば硬質のプラス
チック材等によって途中に角張った部分がない緩やかな
円弧状に形成されている。その太さ（直径）は５～１０
ｍｍ程度であり、長さは１０～２０ｃｍ程度である。
【００１３】図２は、ガイドロッド１５を利用して処置
具挿入口１４に処置具の可撓軸１０１を挿入している状
態を例示しており、術者が第１指と第２指の指先で可撓
軸１０１を摘まみ、第２指と第４指との間にガイドロッ
ド１５を軽く挟み込む状態にして、ガイドロッド１５に
沿って手を移動させる。
【００１４】その動作によって、可撓軸１０１が最も望
ましい軌跡で処置具挿入口１４内に送り込まれるので、
術者が手元を見ることなく非常にスピーディーに、しか
も腰折れなく可撓軸１０１を処置具挿入口１４から処置
具挿通チャンネル１３内に挿入することができる。
【００１５】図３は、本発明の第２の実施例のガイドロ
ッド１５を示しており、処置具挿入口１４が形成されて
いる部分に対して係脱自在な接続口金１６をガイドロッ
ド１５の基端部に形成したものである。
【００１６】また、この実施例においては、処置具挿入
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口１４に処置具が挿通されていない状態では処置具挿入
口１４を塞ぎ、処置具挿入口１４に挿通される処置具の
可撓軸１０１によって押し開かれる弾力性のある弁体１
７がガイドロッド１５に一体に形成されており、この弁
体１７がいわゆる鉗子栓の機能を果たす。
【００１７】また、ここでは、第１指と第２指の指先で
可撓軸１０１を摘まみ、その両指によって形成される輪
の中にガイドロッド１５を通して第２指と第４指との間
にガイドロッド１５を緩く挟み込んでいる。
【００１８】このようにしても、第１の実施例と同様
に、術者が手元を見ることなく非常にスピーディーに、
しかも腰折れなく可撓軸１０１を処置具挿入口１４から
処置具挿通チャンネル１３内に挿入することができる。
【００１９】図４は、本発明の第３の実施例のガイドロ
ッド１５を示しており、ガイドロッド１５と処置具挿入
口１４との間に、可撓軸１０１を案内するガイド孔１８
が滑らかにカーブして形成されている。
【００２０】このように構成することにより、処置具挿
入口１４に対するガイドロッド１５の向きを相当に変化
させた状態でも、ガイド孔１８を経由して可撓軸１０１
をスムーズに処置具挿入口１４に挿入することができ、
可撓軸１０１の挿入動作を最もやりやすい方向で行うこ
とができる。
【００２１】なお、ここでは、第１指と第２指の指先で
可撓軸１０１を摘まみ、第３指と第４指との間にガイド
ロッド１５を緩く挟み込んでいる。このようにしても、
第１及び第２の実施例と同様に、術者が手元を見ること
なく非常にスピーディーに、しかも腰折れなく可撓軸１
０１を処置具挿入口１４から処置具挿通チャンネル１３*
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*内に挿入することができる。
【００２２】
【発明の効果】本発明によれば、処置具を指先で摘んだ
手を案内するためのガイドロッドを、処置具挿入口に向
かって処置具が滑らかに導入されるラインに沿って、処
置具挿入口の近傍から外部空間に向かって突設したこと
により、処置具の可撓軸を直接指先で摘んで、腰折れな
く極めてスピーディーに処置具挿入口に挿入することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡の側面図であ
る。
【図２】本発明の第１の実施例のガイドロッド部分の側
面断面図である。
【図３】本発明の第２の実施例のガイドロッド部分の側
面断面図である。
【図４】本発明の第３の実施例のガイドロッド部分の側
面断面図である。
【図５】従来の内視鏡の側面図である。
【符号の説明】
１１  挿入部
１２  操作部
１３  処置具挿通チャンネル
１４  処置具挿入口
１５  ガイドロッド
１６  接続口金
１７  弁体
１８  ガイド孔
１０１  可撓軸

【図２】 【図３】
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